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＜相談支援事業所連絡会報告＞ 

１、 相談支援事業所連絡会 

平成23年度は、4月8日、5月13日、6月10日に実施いたしました。 

 各部会、運営会議の報告、23年度の年間計画（講演会や新しい取り組みについてなど） 

各相談員との情報交換など行いました。 

 

２、 障がい理解・普及啓発事業 

 平成20年度から障がい理解・普及啓発については相談支援事業所連絡会で取り組むこと

になり、平成23年度は、新しい企画も含め、以下のように計画しています。 

  

（１） チーム・メッセンジャーについて  

  平成22年度は、下記の内容で、計８回実施いたしました。 

6月26日 対象者：春日井市おもちゃ図書館はるかぜ・ボランティアスタッフ10名  

     内 容：知的障がい者の理解・接し方 特に自閉症・ダウン症について 

     担 当：かすがい 

9月2日 対象者：統合失調と診断された方の家族 37名 

     内 容：障害を抱えながら生活することの大変さを当事者の視点から伝える 

     担 当：ＪＨＮまある 

11月16日 対象者：ボランティアグループ葦の会 14名 

    内 容：知的障がいについての理解を深める 

担 当：かすがい 

11月 24日 対象者：坂下小学校 ふれあい教育セミナー 17名 

     内 容：発達障がいの理解（疑似体験をとおして） 

     担 当：あっとわん 

2月2日 対象者：ピア･ステーション勝川の利用者･家族･職員 16名 

     内 容：発達障害についての理解を深め、対応法やヒントについて知る 

     担 当：ＪＨＮまある 

2月3日 対象者：中央台小学校 ふれあい教育セミナー 35名 

    内 容：不登校のメカニズムと対策 

    担 当：あっとわん 

3月3日 対象者：ヘルパー事業所･関係機関職員 17名 

内 容：相談支援事業所の役割を知ってもらうと共に、関係機関での 

横のつながりの必要性についての意見交換 

     担 当：全相談支援事業所 

    3月 11日 対象者：社協・医師会包括地域のケアマネージャー 23 名 

      内 容：精神障がい者を対象とした福祉サービス及び医療費助成について 

         包括支援センターなどと連携したケースで協力体制を知る機会とする 

        担 当：ＪＨＮまある  

  今年度については、現在、問い合わせ等に対応し、実施に向けて取り組んでいます。 



 

 

 

 

（２）講演会の実施  

  平成23年11月頃に実施を企画中です。 

 

（３）合同相談について 

  平成23年度より合同相談を行う予定です。4事業所が集まり、それぞれの持っている

情報の共有や連携を強化することで相談員のスキルアップに繋げていきます。また、合

同相談を市の広報に掲載することで、支援センターの周知に繋がり、知ってもらうこと

で利用される方の幅が広がると考えています。 

 日にち：月1回、金曜日 

7月22日、8月26日、9月30日、10月28日、11月25日、12月16日、 

1月27日、2月24日、3月23日 

  時 間：９時３０分～１２時００分 

場 所：総合福祉センター 第３相談室 

 

相談については、その場で面談をする予定ですが、相談内容によって後日に改めて面接

を行うことも考えています。 

 

３、 事業所間研修 

      各事業所が関わるケースにおいては、障がいが重複されている方や家族も何らかの障が

いを抱えている場合等、それぞれ専門分野外での関わりもあります。事業所連絡会の中で、

ケース検討、各専門分野の学習会などを実施してきました。今年度の事業所間研修では、

他分野・他障がいへの理解を深め、情報量を増やすことやネットワークを広げることを目

的に、施設見学及び情報交換を実施していきたいと考えています。 

      以下は、4月からの実施の詳細です。 

 

4月 22日：東春病院（デイケア、開放病棟） 

参加者 ：障がい福祉課、春日苑、かすがい、ＪＨＮまある 

 

6月７日：春日台養護学校 

参加者：障がい福祉課、春日苑、かすがい、あっとわん、ＪＨＮまある 

 

6月 21日：かすがい若者サポートステーション 

参加者：障がい福祉課、春日苑、あっとわん、ＪＨＮまある、社会福祉協議 

会、保健所、生活援護課    

 

 


